
 

 

 

 

 

 

 
 
   

明けましておめでとうございます。 

さて、新年早々からではありますが、何となく不思議に思

ってしまいました。毎年最初のご挨拶として、「明けまして」

「おめでとう」と述べるわけですが、果たして「何が明け」て

「何がめでたい」のでしょうか。 

 日々の生活の中では「苦しい」「辛い」「悲しい」「悔しい」

ような目に会うことばかりで、「めでたいことなんか何もな

い！」と思っている方も多いのではないかとも思われます。そ

のような日々が続くとまるで喜びのない人生だとして気分も落ち込んでしまうこと

でしょう。 

しかし、そのような状況から何らかの転換となるきっかけの一つが「新年を迎え

る儀式（のようなもの）」なのでしょうか。陽が昇り陽が沈みを繰り返すだけで、そ

れ以上に何の変哲もない（と思われる）日々の中の一日ではないかと思っている

としても、それでも月日は流れ、歳を重ね、出会いがあり別れがあり、様々に状況は

変わっていきます。 

病に苦しむその人の親として、子として、兄弟姉妹として、連れ合いとして、友人、

知人として、それぞれの関係性の中から、何とか少しでも明るい日を共に生きてい

きたいとの願いがあると思います。 

一日の始まりの朝を迎え、無事に過ごし、夜に静かに眠り、そしてまた新しい朝

を迎える。そのような一日を重ね一月になり、一年になる。その始まりが元日として

「明けましておめでとう」と明るく挨拶できたなら、一年を平穏無事に暮らすことが

できる「希望」が生まれてくるのかもしれませんね。そのための年始の挨拶だと思

うとしっかりと声を出してお互いに無事を確かめ合うことの儀式の一つかとも思え

ます。 

旧年中の仲間の皆様や支援者の皆様のご支援に感謝します。そして新年もよろ

しくお願いいたします。 

ＱＳＫ 
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新年のご挨拶 
沖福連会長 山田 圭吾 



 

文化作品展 ふれあいプラザ作品は「ちぎり絵」 
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１２月の障害者週間に合わせて開催される「宮古島市障害者文化作品展」。今年は

市制施行20周年記念事業の位置づけで、12月2日から12日までの11日間、宮古島

市役所1階エントランスホールで行われました。 

同作品展は参観した市民からの投票で工芸、絵画、写真、書道の各部門の最優秀、

優秀賞が選考されるのが特色。今年は市制20周年を記念して市長賞、教育長賞も設

けられました。ふれあいプラザ宮古は一昨年まで3年連続でグランプリを獲得してきた

だけに、最優秀賞奪還に燃える。 

 まずは、今年のサニツ浜カーニバルに出向いた時の写真をもとに、Mさんが「おれに

まかせろ」と下絵書き。 

文化作品展初日と10日目。プラザでは参観

者を募って会場を訪問。個人参加の書道、絵画、

工芸作品も展示された会場を一巡。その出来栄

えをじっくり鑑賞し、それぞれ一票も投じました。 

ちなみに、プラザオールスターズのちぎり絵

は、残念ながら選外でした。 

あとはその日の利用者が入れ替わり立ち代わりで、背景、馬

のモニュメント、のぼり、人物像など、折り紙をちぎってはノリを

つけて貼り付ける作業に没頭。日を追って余白がなくなってい

く。もう一息だ。最後はカラフルなシールで周りを縁取りし、目

立つように仕上げ。作品を眺めるメンバーらは、ちぎり絵での

初の大型作品完成に胸をなでおろしていました。 



 
  

家族会のつながりに支えられて 
 

寒さが身に染みる季節となり、街にはクリスマスツリーが飾られ、年の瀬が感じ

られます。家族会の皆さん、お元気ですか。 

去った 11月 7日、全国の家族会を巡るみんなねっとの事務局長が来沖し、沖

縄市福祉文化プラザで交流会が開催されました。正午に始まり、テーブルにはオ

ードブルがセットされ、食べながら事務局長のお話を聞きました。不器用な私は目

の前の食べ物がチラチラして聞く耳の集中できないところもありました。滅多にな

い事務局長からのみんなねっとの詳細な活動、大事なお話を聞きそこなった思い

でありました。強く耳に残ったのは、全国的に家族会の減少、親の高齢化、親亡き

後の当事者の安心ある暮らし、そして家族会での困りごと。当事者にとってなにが

必要か、家族会の声が一丸となって国に要望し訴えることができると話されていま

した。また、せっかくのそれぞれの家族会の活動、会長さんたちのお話しがもっと聞

けたらと思いました。家族会は会長さ

んを中心にして、忙しいなか家族会の

為に心を尽くし、頑張ってくださってい

るので維持することができ、私たちの

悩みも「語り合い・学び合い」をするこ

とができます。 

家族会の参加者も当事者の病名

も異なり、症状対応も異なり、それぞ

れの悩みにも違いがあります。各自の

思い悩みを声にして、お互いに耳を傾

け、対話をすることによって悩みも軽くなります。 

親亡き後も当事者が安心して暮らせる世の中でありたいです。そのためには、

福祉のつながり、支援者とのつながりを知る必要があります。 

家族会は集って勉強し、情報を知ることができる、私たちの弱さを助けてくれる

唯
ただ

一
ひと

つの癒しの場であります。家族会に感謝して元気に頑張りましょう。新年を迎

え、新たな気持ちで前向きになり、健康で過ごせることを祈っています。 

͟ Ậ  Ẫ 
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みんなねっととともに歩んで 
 

 11月7日（金）、みんなねっと事務局長・小幡
お ば た

恭
やす

弘
ひろ

様を招いて、沖縄市福祉文化

プラザにて家族会交流会がありました。小幡さんの講話をお聴きし、全国組織み

んなねっとの強い想いを感じました。 

私自身、家族会歴は25年、入会とともに月刊『ぜんかれん』の愛読者となり、継

続して月刊『みんなねっと』も愛読させて頂いています。家族方、ご本人方の状況、

お薬情報など、他県の家族会活動内容に共感し、いろいろ学ばせて頂いています。

初めて家族会に来られた方々へも必要な部分をコピーしてお渡しするなど、毎月

楽しみに読ませてもらっています。 

家族会も会員が高齢となり、会自体も減りつつあり、会を継続していくには年配

会員方々も大切にしながら、若い家族方にも積極的に入会していただき、若い世

代への引継ぎが必要です。 

その日の交流会で、なつかしい人にお逢いしました。沖縄市家族会の知名テル

子さんです。知名さんが私のところへ来て声かけしてくださり、お互いに再会を喜

んでハグをかわしました。以前、県外の家

族大会で一緒に過ごしましたこと、もう20

年近くになります。 

知名さんが家族会で頑張っていらっし

ゃるお姿を見て元気、パワーをもらい、私

も家族会を継続してきて良かったと思いま

した。これからもまた頑張ります。知名テル

子さん、またお逢いしましょうね。楽しみに

しています。ありがとう。 
 

 そして、家族会交流会を主催してくださいました沖福連事務局長・増山さん、比

嘉さん、本当にありがとうございました。とても楽しい一日でした。       感謝、感謝

です。 

 それから那覇行きのバス停まで来て、那覇まで送っていただいた琉球大学の髙

原先生、ありがとうございました。 

 交流会へ参加された皆さん、お元気で。ありがとうございました。 

Ậ γ ҹḊ Ẫ 
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